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▲�高擶小学校では１月に入ると、獅子踊りの
音色が聞こえてきます。３年生が２年生に
踊りを伝え、６年生が５年生に和太鼓や笛
による演奏の仕方を伝えます。２月７日の
引継ぎ会を目標に腕を磨きます。

 ２　議会改革９
 ３　一般質問　１１人
 ８　予算特別委員会　１２月補正予算
 １０　討論　７件
 １１　提出された議案と結果
 １２　議会報告・意見交換会
 １４　市民の声・３月定例会の日程（予定）



12 月 定 例 会

議会
 改革９

議
員
間
討
議
を
開
催

　議
会
や
市
政
の
課
題
に
つ
い
て
議
員
同
士
で
討
議
し
ま
す
。

■
議
員
間
討
議

　
議
会
及
び
市
政
に
関
す
る
課
題

等
に
つ
い
て
、
議
員
同
士
に
よ
る

自
由
な
討
議
を
行
い
、
議
員
同
士

が
課
題
等
に
対
し
共
通
の
認
識
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
議
員
間
討
議
を

行
い
ま
す
。

　
市
長
等
の
執
行
部
か
ら
の
説
明

で
な
く
、
議
員
自
ら
課
題
等
を
出

し
合
っ
て
討
議
を
行
う
も
の
で

す
。
そ
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た

課
題
等
に
つ
い
て
は
、
所
管
の
常

任
委
員
会
で
、
さ
ら
に
詳
し
く
事

務
調
査
な
ど
を
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
昨
年
１２
月
に
、
①
倉
津
川
雨
水

調
整
池
整
備
事
業
に
お
け
る
芳
賀

土
地
区
画
整
理
組
合
の
費
用
負
担

に
つ
い
て
、
②
新
駅
設
置
に
対
す

る
市
民
の
合
意
形
成
に
つ
い
て
、

③
山
形
都
市
計
画
か
ら
の
離
脱
に

つ
い
て
の
三
つ
の
議
題
が
提
出
さ

議
し
て
き
ま
し
た
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
各
議
員
の

個
別
行
動
よ
り
、
議
会
と
し
て
市

の
災
害
対
策
本
部
に
協
力
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
の
認
識
で
一
致

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
時
に
津

波
な
ど
で
被
害
を
受
け
た
多
賀
城

市
を
視
察
し
て
、
災
害
時
に
お
け

る
議
員
の
安
否
の
確
認
方
法
や
議

員
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
作

成
し
ま
し
た
。

■
議
会
基
本
条
例

　
議
会
基
本
条
例
（
案
）
に
対
す

る
意
見
公
募
を
、
昨
年
１２
月
２０
日

ま
で
の
約
１
か
月
間
実
施
し
た
結

果
、
意
見
等
の
提
出
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
昨
年
１１
月
に
行
っ
た

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
で
説
明

し
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
で
は
多
数
の

意
見
や
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
回
答
は
、
１３
㌻
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
議
会
基
本
条
例
は
、
３
月
定
例

会
に
提
案
す
る
予
定
で
す
。

開催予定日 検討する項目
２月１２日（水） ＊�議会報告・意見交換会の総括

について
＊�議会基本条例について

２月１８日（火）
２月２５日（火）
※�開催予定日及び検討する項目は予定です。協議
状況によっては変更になることがあります。
※�午前１０時開会です。
　（２月１８日は午前１０時３０分の予定です）
※�一般傍聴席は先着順で２０席です。傍聴希望者
は、会議開始１０分前までに所定の受付をしてか
ら入室してください。また、会議中は休憩時を
除き入退室できませんのでご注意ください。
※�詳しくは、議会事務局までお問合せください。

議会改革特別委員会の開催予定と検討項目

　平成２５年度第６回市議会定例会（１２月定
例会）は、１２月６日から１２月２０日までの１５
日間の会期で開かれました。
　市長提出の契約議案３件及び人事議案２
件については初日の本会議で採決が行われ
ました。そのほか、予算議案８件、条例議
案等１０件及び請願１件については、予算特
別委員会及び所管常任委員会に付託され、
１２月２０日の本会議で採決が行われました。
　また、１２月２０日に委員会提出議案１件が
提出され採決が行われました。
（採決結果は１１ページに掲載してあります。）

審　議　日　程
月　日 内　　　容

１２．６（金） 本会議（�会期の決定、提案理由の説明、予
算特別委員会の設置など）

１２．１０（火）
１２．１１（水） 本会議（市政に対する一般質問）

１２．１２（木） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）

１２．１３（金） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

１２．１６（月） 予算特別委員会（付託案件の審査）

１２．１７（火） 予算特別委員会（討論、表決）

１２．２０（金） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い

て
２
月
５
日
に
議

員
間
討
議
を
行
う

予
定
で
す
。

■�

災
害
時
の
議
会

の
あ
り
方

　
東
日
本
大
震
災

や
昨
年
７
月
の
豪

雨
・
断
水
な
ど
市

内
で
の
災
害
発
生

を
経
験
し
、
議
会

と
し
て
災
害
発
生

時
の
あ
り
方
を
協
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市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、１２月１０日、１１日の２
日間の日程で、１１人の議員が行いました。
　芳賀地内の新駅設置構想をはじめ、観光客誘客
や市街地の雨水排水対策について、市長や教育長
等の見解を求めました。

★
清
新
会

武
田
正
二
議
員

＊
新
駅
設
置
計
画
に
つ
い
て

＊
災
害
時
の
緊
急
連
絡
網
に
つ

い
て

＊
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に
つ

い
て

水
戸
芳
美
議
員

＊
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

矢
萩
武
昭
議
員

＊
市
内
の
高
校
及
び
短
期
大
学

と
の
連
携
・
支
援
等
に
つ
い
て

山
口
桂
子
議
員

＊
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

＊
夜
の
街
を
明
る
く

＊
小
中
学
生
等
に
対
す
る
薬
物

乱
用
防
止
対
策
の
推
進
と
禁

煙
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

＊
市
の
公
共
施
設
で
の
敷
地
内

禁
煙
の
推
進
に
つ
い
て

鈴
木
照
一
議
員

＊
ま
ち
の
元
気
創
造
活
動
を
支

え
る
た
め
に

＊
生
活
の
安
心
を
守
る
た
め
に

＊
天
童
の
未
来
の
た
め
に

伊
藤
護
國
議
員

＊
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
つ
い
て

＊
防
災
拠
点
施
設
整
備
に
つ
い

て
＊
上
水
道
の
安
定
供
給
に
つ
い
て

★
政
和
会

松
田
光
也
議
員

＊
農
観
商
工
連
携
に
よ
る
本
市

の
活
性
化
に
つ
い
て

＊
今
後
の
地
元
商
店
街
の
活
性

化
に
つ
い
て

★
市
民
ク
ラ
ブ

海
鋒
孝
志
議
員

＊
観
光
行
政
に
つ
い
て

＊
芳
賀
新
駅
に
つ
い
て

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

石
垣
昭
一
議
員

＊
地
域
農
業
を
守
る
た
め
に

＊
平
成
２５
年
度
の
除
雪
・
排
雪

方
針
に
つ
い
て

伊
藤
和
子
議
員

＊
一
人
ひ
と
り
の
子
に
行
き
届

い
た
教
育
を

＊
市
立
公
民
館
の
果
た
す
役
割

に
つ
い
て

★
無
会
派

茂
木
孝
雄
議
員

＊
天
童
市
民
病
院
の
今
後
の
経

営
の
方
向
性
に
つ
い
て

＊
住
み
や
す
い
・
活
気
溢
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

＊
芳
賀
新
駅
設
置
に
つ
い
て

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

市
長
の
考
え
て
い
る

新
駅
構
想
は

芳賀新駅

武
田
正
二
議
員

　
第
六
次
天
童

市
総
合
計
画
に

も
あ
る
新
駅
構

想
だ
が
、
市
の
全
額
負
担
で
設
置

す
る
請
願
駅
で
あ
る
。
市
長
の
新

駅
設
置
に
対
す
る
考
え
と
、
意
欲

を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
の
新
駅
設
置
協
議
に
お
い

て
、
６
項
目
の
条
件
・
要
件
を
全

て
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
と
状
況

を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
新
駅
予
定
地
に
隣
接

す
る
天
童
南
部
地
区
に
は
、
現
在

約
８
０
０
０
人
が
居
住
し
て
お
り
、

今
後
の
居
住
人
口
は
約
１
万
２
０

０
０
人
と
見
込
ん
で
い
る
。
新
駅

設
置
に
伴
い
、
市
民
の
通
勤
や
通

学
の
利
便
性
向
上
の
ほ
か
、
来
訪

者
の
交
通
手
段
と
し
て
の
利
用
が

見
込
ま
れ
る
。
新
駅
設
置
が
、
地

域
の
発
展
と
地
域
振
興
に
寄
与
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
そ
の
恩
恵
を
享

受
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
新
駅
設
置
協
議
の
中
の
６
項
目

に
つ
い
て
は
、
一
つ
に
は
技
術
的

な
要
件
、
二
つ
に
は
輸
送
上
の
条

件
、
三
つ
に
は
新
駅
収
支
条
件
、

四
つ
に
は
建
設
費
用
の
負
担
、
五

つ
に
は
都
市
側
施
設
等
、
六
つ
に

は
地
元
住
民
の
合
意
形
成
で
あ
る
。

　
一
つ
目
か
ら
三
つ
目
ま
で
の
要

件
は
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
が
検
討
す
る
内
容
で
あ
る
。
四

つ
目
の
建
設
費
用
に
つ
い
て
は
、

請
願
駅
と
な
る
こ
と
か
ら
、
関
連

費
用
は
市
が
全
額
負
担
す
る
こ
と

に
な
る
。
今
の
と
こ
ろ
概
算
で
約

６
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
五
つ

目
の
都
市
側
施
設
等
は
、
新
駅
西

側
に
駅
施
設
と
一
体
的
に
駅
前
交

通
広
場
を
約
２
億
８
０
０
０
万
円

の
事
業
費
で
整
備
す
る
計
画
で
あ

る
。
六
つ
目
の
地
元
住
民
の
合
意

形
成
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
等
に
お
い
て
、
新
駅
構
想

を
説
明
し
て
い
る
が
、
特
に
大
き

な
反
対
意
見
も
な
く
、
好
意
的
な

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、

事
業
に
対
す
る
理
解
は
得
ら
れ
た

と
判
断
し
て
い
る
。
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市
内
の
高
校
及
び
短
大
と

市
の
連
携
強
化
を

高校・短大

天
童
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

市
で
管
理
し
て
は

パーク
ゴルフ

水
戸
芳
美
議
員

　
小
原
地
内
の

天
童
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
川
原
子

コ
ー
ス
は
、
河
川
の
原
野
を
地
元

の
人
た
ち
が
少
し
ず
つ
開
拓
し
て

県
の
協
力
を
受
け
、
現
在
の
素
晴

ら
し
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
な
っ

た
。
地
元
で
管
理
し
て
い
る
が
、

高
齢
化
し
て
維
持
管
理
が
難
し
い

状
況
に
あ
る
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

施
設
と
し
て
、
市
が
管
理
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

山
本
市
長　
現
在
の
天
童
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
４
年
か
ら
地
元
の
皆
さ
ん
が

県
に
要
望
し
、
整
備
が
図
ら
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
開
発
当
初
か

ら
こ
れ
ま
で
の
地
元
の
方
の
環
境

整
備
や
管
理
運
営
に
対
し
深
く
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
平
成
２５
年
４
月
に
、
天
童
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
川
原
子
コ
ー
ス
と
し

て
、
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
の

公
認
を
受
け
て
か
ら
、
利
用
者
が

一
層
増
加
し
て
い
る
。
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
は
、
誰
も
が
気
軽
に
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
全
国
的
に
愛
好

者
が
増
え
て
い
る
。
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
に
適
し
た
種
目
の
一
つ
で
あ
る

の
で
、
今
後
の
施
設
の
管
理
運
営

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
地
元
の

皆
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
、
河
川

管
理
者
で
あ
る
県
と
相
談
し
て
対

応
し
た
い
。

矢
萩
武
昭
議
員

　
市
内
に
は
、

天
童
高
等
学

校
、
山
形
電
波

工
業
高
等
学
校
、
羽
陽
学
園
短
期

大
学
の
３
つ
の
教
育
機
関
が
配
置

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
教
育
機

関
と
連
携
強
化
を
図
り
、
市
政
発

展
に
向
け
て
、
幅
広
く
活
用
す
る

と
と
も
に
、
支
援
策
を
講
ず
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

水
戸
部
教
育
長　
本
市
と
市
内
の

高
等
学
校
及
び
羽
陽
学
園
短
期
大

学
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
生
か
ら
、
公
民
館
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
事
業
に
お
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

活
動
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
校
の
先
生
方
か
ら
、

平
成
２６
年
度
に
天
童
市
教
育
振
興

基
本
計
画
の
策
定
懇
話
会
の
委
員

と
し
て
、
専
門
的
立
場
か
ら
意
見

を
い
た
だ
き
、
計
画
に
反
映
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
、
市
内
の
教
育
機
関
へ
の

支
援
策
と
し
て
、
今
年
度
、
被
災

地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対

す
る
補
助
制
度
を
創
設
し
、
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　
市
内
の
身
近
な
教
育
機
関
と
の

連
携
は
、
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
今
後
、
市
と
し
て
も
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
で
、

本
市
全
体
の
総
合
的
発
展
に
結
び

付
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
で

夜
の
街
を
明
る
く

街 路 灯

山
口
桂
子
議
員

　
市
の
重
要
政

策
で
公
衆
街
路

灯
・
防
犯
灯
等

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
ず
い
ぶ
ん
明

る
く
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

ま
だ
ま
だ
暗
い
通
学
路
や
歩
道
が

あ
る
。
市
道
・
県
道
・
国
道
全
て

の
歩
道
・
道
路
を
点
検
し
、安
全
・

安
心
の
た
め
に
も
、
引
き
続
き
増

設
す
べ
き
で
な
い
か
。
商
店
街
の

器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
、
技
術

的
支
援
と
設
置
補
助
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
公
衆
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
町
内

会
に
対
し
事
業
説
明
会
を
実
施
し

た
。
今
年
度
予
定
し
て
い
た
６
１

２
灯
を
上
回
る
８
３
５
灯
の
器
具

交
換
を
１１
月
末
で
完
了
し
た
。

　
さ
ら
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
つ
い
て

は
、
明
る
く
節
電
効
果
が
高
い
こ

と
か
ら
、
５
か
年
計
画
を
前
倒
し

し
、
３
年
で
の
早
期
整
備
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
公
衆
街
路
灯
の
不

足
し
て
い
る
地
域
や
集
落
間
を
結

ぶ
道
路
、
さ
ら
に
、
事
業
説
明
会

後
に
取
り
ま
と
め
た
地
域
か
ら
の

設
置
要
望
箇
所
な
ど
に
つ
い
て
、

緊
急
性
や
必
要
性
を
考
慮
し
な
が

ら
、
順
次
計
画
的
に
整
備
し
て
い

き
た
い
。

　
街
路
灯
を
設
置
し
て
い
る
商
店

街
と
商
店
会
５
つ
の
う
ち
、
既
に

２
つ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
済
ん
で
い
る
。

そ
の
他
３
つ
の
商
店
街
に
つ
い
て

は
、
そ
の
所
有
や
照
明
器
具
が
異

な
る
た
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
な
か
な

か
進
ま
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
技
術
に
つ
い
て
は
、

日
進
月
歩
で
あ
り
、数
年
後
に
は
、

よ
り
安
価
で
高
性
能
な
照
明
器
具

も
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う

し
た
情
報
は
積
極
的
に
収
集
し
、

助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
商
店
街

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
た
取
組
み
に

対
し
、支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。街路灯のLED化が進む

平成26年 2 月 1 日発行 （4）



農
観
商
工
業
連
携
に
よ
る

活
性
化
を

産業連携

市
街
地
の

雨
水
排
水
対
策
を

雨水排水

鈴
木
照
一
議
員

　
市
街
地
に
お

い
て
、
側
溝
未

整
備
箇
所
が
存

在
す
る
。
近
年
の
異
常
気
象
に
よ

り
、
同
箇
所
で
の
冠
水
が
確
認
さ

れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
対
策
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
雨
水
浸

透
桝
の
設
置
エ
リ
ア
を
拡
大
す
る

よ
う
だ
が
、
抜
本
的
な
解
決
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。
下
流
域
へ
の
影

響
も
考
え
、
早
急
な
雨
水
排
水
対

策
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

山
本
市
長　
近
年
、
異
常
気
象
に

よ
る
局
所
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

市
街
地
の
道
路
の
一
部
に
冠
水
が

発
生
し
て
い
る
。
冠
水
被
害
防
止

の
観
点
か
ら
、
市
街
地
に
お
け
る

雨
水
排
水
対
策
の
必
要
性
を
認
識

し
て
い
る
。

　
特
に
倉
津
川
に
お
い
て
は
、
大

雨
に
よ
る
増
水
で
水
位
が
上
昇
し
、

交
り
江
西
公
園
付
近
の
よ
う
に
市

街
地
か
ら
の
雨
水
排
水
が
倉
津
川

へ
流
入
で
き
な
く
な
る
状
況
が
見

受
け
ら
れ
る
。
市
街
地
の
雨
水
排

水
対
策
と
し
て
、
雨
水
流
出
の
抑

制
を
図
る
こ
と
が
、
道
路
冠
水
を

解
消
す
る
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。

　
現
在
、
地
形
状
況
や
水
路
勾
配

等
を
確
認
し
な
が
ら
、
雨
水
の
浸

透
施
設
や
貯
留
施
設
を
含
め
、
市

街
地
の
雨
水
排
水
の
総
合
的
対
策

を
調
査
検
討
し
、
排
水
不
良
の
解

消
に
努
め
て
い
く
。

松
田
光
也
議
員

　
本
市
の
連
携

事
業
の
経
過
を

見
る
と
、
具
体

的
な
成
果
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
具

体
的
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

農
業
、
観
光
業
、
商
業
、
工
業
の

連
携
事
業
は
、
市
が
主
体
的
に
行

い
、
事
業
の
活
性
化
と
産
業
の
振

興
を
図
り
、
魅
力
あ
る
地
域
ブ
ラ

ン
ド
を
創
出
し
、
販
路
拡
大
と
雇

用
を
確
保
す
る
施
策
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
。

山
本
市
長　
本
市
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
る
に
は
、
果
物
や
観
光
資
源
、

工
業
製
品
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

「
宝
」
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、

ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ
な
が
ら

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　
今
年
度
、
天
童
商
工
会
議
所
内

に
、
農
商
工
業
の
代
表
者
に
市
も

加
わ
っ
た
農
商
工
連
携
委
員
会
が

組
織
さ
れ
、
地
域
資
源
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
と
マ
ッ
チ
ン
グ
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
各
産
業
が

総
合
的
に
連
携
し
、
情
報
を
交
換

し
た
り
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

た
り
す
る
仕
掛
け
が
重
要
で
あ
る
。

市
と
し
て
は
、
異
業
種
交
流
プ
ラ

ザ
や
農
観
商
工
業
に
関
わ
る
団
体

等
の
産
業
間
連
携
に
よ
る
魅
力
づ

く
り
、
情
報
発
信
に
つ
い
て
、
主

体
的
に
取
り
組
み
た
い
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

見
直
し
を

都市計画

伊
藤
護
國
議
員

　
平
成
４２
年
度

を
目
標
と
す
る

市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
案
が
出
さ
れ
た
。

農
村
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の

た
め
に
も
、
山
形
広
域
都
市
計
画

か
ら
の
離
脱
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。
そ
し
て
、
市
街
化
区
域
と
市

街
化
調
整
区
域
と
の
「
線
引
き
」

を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

計
画
期
間
が
長
す
ぎ
て
、
社
会
変

化
と
の
ズ
レ
が
生
じ
か
ね
な
い
。

計
画
期
間
を
短
縮
す
べ
き
で
な
い

か
。

山
本
市
長　
山
形
広
域
都
市
計
画

に
お
け
る
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
県
が
国
に
協
議

を
行
い
、
そ
の
同
意
を
得
て
県
が

定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
県
の
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
け
る
、
市
街
化
区
域

と
市
街
化
調
整
区
域
を
区
分
す
る

「
区
域
区
分
」、
い
わ
ゆ
る
「
線
引

き
制
度
」
は
、
昭
和
４５
年
３
月
に

設
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
見
直
し
を

行
い
な
が
ら
、
今
日
ま
で
継
続
し

て
い
る
都
市
計
画
で
あ
る
。

　
本
市
で
は
、
都
市
計
画
と
農
林

業
と
の
健
全
な
調
和
を
図
り
な
が

ら
、
開
発
許
可
制
度
の
運
用
と
合

せ
て
、
都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩

序
あ
る
整
備
に
努
め
て
き
た
。「
線

引
き
制
度
」
は
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
市
街
化
調
整

区
域
の
一
部
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
や
地
域
活
性
化
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
社
会
経

済
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
た
適
正

な
土
地
利
用
を
図
る
観
点
で
、
今

後
、「
線
引
き
制
度
」
に
よ
る
土

地
利
用
の
規
制
・
誘
導
等
に
つ
い

て
、
調
査
研
究
を
行
い
な
が
ら
、

市
域
の
均
衡
あ
る
発
展
に
努
め
て

い
き
た
い
。

健全な土地利用を図る
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コ
メ
政
策
見
直
し
に
よ
る

影
響
は

コメ政策

新
駅
建
設
の
Ｐ
Ｒ
と

さ
ま
ざ
ま
な
活
用
を

新駅建設

海
鋒
孝
志
議
員

　
芳
賀
の
新
駅

構
想
は
、
駅
前

広
場
を
含
め
約

９
億
円
掛
か
り
、市
が
全
額
負
担
。

い
ま
だ
説
明
不
足
が
否
め
ず
、
妥

当
性
を
問
題
視
す
る
意
見
が
多
い
。

新
駅
の
説
明
会
や
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
で
の
反
対
意
見
は
少
数
で
、

市
民
の
同
意
は
得
て
い
る
と
の
説

明
だ
が
、
Ｐ
Ｒ
や
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
も
っ
と
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
建
設
に
か
か
る
寄
付
金
を

募
集
す
る
考
え
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
芳
賀
の
新
駅
に
つ
い

て
は
、
各
地
域
で
開
催
し
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
や
、
平
成
２４

年
７
月
に
開
催
し
た
市
民
説
明
会

の
場
に
お
い
て
、
新
駅
構
想
と
そ

の
必
要
性
の
説
明
を
行
っ
た
。
新

駅
設
置
に
対
す
る
期
待
の
温
度
差

は
あ
る
も
の
の
、
特
に
大
き
な
反

対
意
見
も
な
く
、
好
意
的
な
意
見

を
多
く
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、

事
業
に
対
す
る
理
解
を
得
ら
れ
た

と
判
断
し
て
い
る
。

　
鉄
道
駅
の
新
設
で
、
公
共
交
通

に
よ
る
本
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
一

層
高
ま
る
状
況
な
ど
、
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
新
駅
建
設

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

広
く
寄
付
を
求
め
る
こ
と
は
し
な

い
。
こ
れ
ま
で
と
同
じ
形
で
進
め

て
い
き
た
い
。

石
垣
昭
一
議
員

　
政
府
は
５
年

後
を
目
途
に
コ

メ
の
生
産
調
整

を
廃
止
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。

　
コ
メ
政
策
は
大
転
換
を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
が
、
減
反
の
廃
止
に

よ
る
米
価
の
下
落
や
耕
作
放
棄
地

の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
、
農
家
の
間

に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。
本
市

農
業
へ
の
影
響
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
長
年
に
わ
た
り
国
策

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
米
政
策

及
び
経
営
所
得
安
定
対
策
は
、
わ

が
国
の
農
業
の
発
展
と
食
糧
供
給

を
支
え
る
根
幹
を
な
し
て
き
た
。

こ
の
政
策
が
大
幅
に
見
直
さ
れ
れ

ば
、
本
市
に
も
大
き
な
影
響
が
出

て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

　
耕
作
条
件
が
不
利
な
地
域
や
小

規
模
農
家
に
お
い
て
は
、
営
農
意

欲
の
減
退
や
こ
れ
に
伴
う
耕
作
放

棄
地
の
拡
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
小
規
模
農

家
の
存
続
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
に
も
多
大
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
側
面
も
あ
る
。
よ
っ
て
、

地
域
の
裁
量
に
よ
る
戦
略
的
な
交

付
金
を
十
分
活
用
し
て
、
特
色
あ

る
作
目
を
奨
励
し
、
魅
力
的
な
産

地
の
確
立
を
図
り
た
い
。
ま
た
、

運
用
の
切
り
替
え
の
際
は
、
関
係

者
へ
懇
切
丁
寧
に
周
知
し
、
円
滑

に
移
行
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
い
。

新
駅
設
置
報
道
は

議
会
軽
視
で
は

芳賀新駅

茂
木
孝
雄
議
員

　
新
駅
の
利
用

見
通
し
や
経
済

効
果
等
の
具
体

的
な
合
理
性
を
議
会
に
説
明
す
べ

き
で
あ
る
。
議
会
で
審
議
さ
れ
て

い
な
い
新
駅
の
設
置
決
定
発
表
は
、

議
会
軽
視
で
あ
る
。
ま
た
、
新
駅

の
受
益
者
で
あ
る
芳
賀
土
地
区
画

整
理
組
合
が
全
く
負
担
せ
ず
、
市

が
駅
前
広
場
整
備
費
を
含
め
た
約

９
億
円
を
全
額
負
担
す
る
の
は
納

得
で
き
な
い
。

山
本
市
長　
新
駅
設
置
に
つ
い
て

は
、
第
六
次
天
童
市
総
合
計
画
に

位
置
づ
け
、
協
議
の
進
捗
状
況
に

応
じ
て
、
常
任
委
員
会
等
で
説
明

資
料
を
配
布
し
な
が
ら
、
説
明
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
平
成
２２
年
８
月
の
要
望
か
ら
約

３
年
の
協
議
期
間
を
要
し
た
が
、

こ
の
た
び
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
に
お
い
て
新
駅
整
備
の
決
定

を
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
に
伴

い
平
成
２５
年
１０
月
４
日
に
、
新
駅

整
備
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結

し
、
同
日
の
午
後
に
記
者
会
見
を

行
い
、
市
内
外
へ
新
駅
設
置
の
情

報
を
伝
達
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
新
駅
設
置
は
請
願
駅
と
な
る
こ

と
か
ら
、
新
駅
設
置
に
係
る
関
連

費
用
は
市
が
全
額
負
担
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
費
用
は
概
算
で
約

６
億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、

新
駅
の
西
側
に
整
備
す
る
広
場
に

つ
い
て
は
、
約
２
億
８
０
０
０
万

円
の
計
画
で
あ
る
。
新
駅
関
連
整

備
の
費
用
対
効
果
の
試
算
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
開
業
後
７
年
目
の
時

点
で
投
資
に
見
合
っ
た
効
果
を
発

揮
で
き
る
。

開発が進む芳賀地内
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特
別
支
援
学
級
の

指
導
体
制
充
実
を

特別支援

伊
藤
和
子
議
員

　
学
校
に
設
置

さ
れ
て
い
る
特

別
支
援
学
級
の

定
数
が
児
童
６
人
に
１
人
の
教
員

配
置
と
な
っ
て
い
る
。
十
分
な
指

導
を
行
え
る
か
は
、
子
ど
も
の
状

態
に
よ
り
、差
異
が
あ
る
と
思
う
。

重
度
の
児
童
に
か
か
り
っ
き
り
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
あ
る
。

現
場
に
合
わ
せ
た
体
制
が
必
要
と

思
う
が
、
ど
ん
な
対
応
を
し
て
い

る
の
か
。

水
戸
部
教
育
長　
特
別
支
援
学
級

は
、
国
の
基
準
で
は
１
学
級
８
名

の
定
員
と
な
っ
て
い
る
が
、
県
で

は
今
年
度
か
ら
１
学
級
６
名
の
定

員
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
教
育
を
進
め
る
た

各
市
町
の
負
担
金
が
確
定

　
平
成
２５
年
１１
月
２６
日
に
組
合

議
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
２５
年

度
の
各
市
町
の
負
担
金
が
確
定

し
ま
し
た
。

　
負
担
金
は
、
均
等
割
、
施
設

規
模
割
、
し
尿
処
理
量
割
（
平

成
２４
年
度
実
績
）、
ご
み
処
理

総
量
割
（
平
成
２４
年
度
実
績
）、

証
紙
事
業
（
ご
み
袋
代
等
）
な

ど
で
決
定
し
ま
す
。

め
に
は
、
そ
れ
で
も
か
な
り
の
無

理
が
生
じ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ

る
。

　
現
在
の
特
別
支
援
学
級
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
を
抱
え
た
児

童
が
在
籍
し
て
い
る
。
児
童
生
徒

の
障
が
い
の
程
度
も
、
そ
の
様
相

も
多
用
で
現
在
の
学
級
定
数
の
範

囲
で
は
、
本
来
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
。

　
市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
さ

ら
に
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い

く
必
要
性
が
あ
る
も
の
と
と
ら
え
、

こ
れ
か
ら
も
調
査
研
究
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

東
根
市
外
二
市
一
町

�

共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

平成２５年度構成市町負担金確定額
� （単位：千円、％）
市町名 Ｈ２５年度 Ｈ２４年度 前年比
天童市 ２９３，５１６ ２８８，２１４ １０１．８
東根市 ２３０，０４９ ２２８，５４５ １００．７
村山市 １２２，１２５ １２０，３２７ １０１．５
河北町 １０１，９４１ １０３，２０５ ９８．８
合　計 ７４７，６３１ ７４０，２９１ １０１．０

　固定資産評価審査委員会委員の滝口順一氏
（泉町一丁目）が平成２６年３月１３日をもって
任期満了となることに伴い、同氏を再び選任
することに同意しました。（任期は３年）

固定資産評価審査委員会委員の選任に同意

人権擁護委員の推薦に同意
　人権擁護委員の奥山泰子氏（干布）が平成
２６年３月３１日をもって任期満了となることに
伴い、同氏を再び推薦することに同意しまし
た。（任期は３年）

議 会 の う ご き
■１０月
　１６日　総務教育常任委員会研修会
　１７日　広報委員会、市長要請総務教育常任委員会（社会教育

施設の整備について）、総務教育常任委員会研修会
　１８日　議会改革特別委員会（議会基本条例（案）について外）
　２１日　環境福祉常任委員会研修会、経済建設常任委員会研修

会、経済建設常任委員会所管事務調査（休廃止水源地
の現状調査外）

　２４日　議会運営委員会、各派代表者会、第５回市議会臨時会
　２８日　議会改革特別委員会行政視察（多賀城市）
　２９日〜３０日　清新会（会派）研修会参加（大阪）
　３１日　東北市議会議長会理事会（議長、局長／仙台市）、全

国高速自動車道市議会協議会理事会（副議長、主幹／
東京）

■１１月
　１日　市民クラブ（会派）研修会参加（東京）
　６日〜７日　政和会（会派）先進地視察、企業訪問（那須塩

原市、藤岡市、品川区）
　８日　県市議会議長会議会報研修会（広報委員／新庄市）
　１１日　各派代表者会
　１２日　議員全員協議会（議会報告・意見交換会の運営につい

て）、議会改革特別委員会（議員間討議について外）
　１３日〜１４日　県市議会議長会総会（議長、副議長、局長／米

沢市）
　１５日　各派代表者会
　１８日　議会報告・意見交換会（天童中部・天童北部・荒谷）
　１９日　議会報告・意見交換会（長岡）

　２０日　議会報告・意見交換会（寺津・津山・干布）
　２１日　三市二町正副議長懇談会（議長、副議長、局長／山形市）
　２５日　議会報告・意見交換会（天童南部・成生・高擶）
　２６日　議会改革特別委員会（災害時の議会のあり方について

外）、東根市外二市一町共立衛生処理組合議会定例会、
議会報告・意見交換会（蔵増・山口）

　２７日　市長要請経済建設常任委員会（天童高原ロッジの整備
計画について外）

　２９日　議会運営委員会
■１２月
　６日〜２０日　第６回市議会定例会
　６日　広報委員会
　９日　議会改革特別委員会（議員間討議について外）
　１２日　市長要請総務教育常任委員会（行政経営計画（案）及

び同アクションプラン（案）について）、市長要請環
境福祉常任委員会（美術品購入について）

　１６日　議員全員協議会（議員間討議について）
　１９日　議会運営委員会
　２０日　広報委員会、市長要請経済建設常任委員会（新駅整備

に係る経費対効果等について）
　２４日　議会改革特別委員会（災害時の議会のあり方について外）
　２６日　広報委員会
■１月
　７日　市長要請総務教育常任委員会（平成２５年度駒やかカイ

ゼン運動に係る成果報告について）
　１４日　議会改革特別委員会（議会報告・意見交換会の総括に

ついて外）
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予算特別委員会
平成２５年度一般会計補正予算
３億６１７４万４０００円の増額補正を

賛成多数で可決

市
庁
舎
耐
震
改
修
等
の

事
業
内
容
は

委
員　
債
務
負
担
行
為
補
正
に
よ

る
市
庁
舎
耐
震
改
修
等
事
業
の
限

度
額
が
、
約
１
億
円
増
え
、
５
億

５
０
１
０
万
円
と
な
っ
た
。
増
額

理
由
は
。

財
政
課
長　
増
額
の
理
由
は
、
当

初
業
者
の
提
案
で
、
解
体
す
る
こ

と
と
し
て
い
た
１
階
休
憩
室
及
び

風
除
室
の
増
工
、
ま
た
議
場
の
傍

聴
席
の
改
修
の
ほ
か
、
調
査
に
よ

り
必
要
に
な
っ
た
ク
ラ
ッ
ク
の
補

修
や
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
等
の
改
修

工
事
に
よ
る
増
額
で
あ
る
。

視
覚
障
が
い
者
向
け
の

声
の
広
報
を
Ｃ
Ｄ
化

委
員　
声
の
広
報
に
要
す
る
経
費

１７
万
５
０
０
０
円
の
内
容
は
。

市
長
公
室
長　
声
の
広
報
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
た
ん
ぽ

ぽ
会
」
の
協
力
を
得
て
視
覚
障
が

い
者
向
け
に
、
月
２
回
の
市
報
を

朗
読
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
作

成
し
、
郵
送
し
て
い
る
事
業
で
あ

る
。
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
機
器
の
老

朽
化
等
に
伴
い
、
今
後
、
Ｃ
Ｄ
に

録
音
し
て
同
事
業
を
実
施
す
る
た

め
の
費
用
で
あ
る
。

学
校
給
食
を

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に

委
員　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設

整
備
工
事
費
３
４
６
５
万
円
の
内

容
は
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
調
理
室
用
間
仕
切
り

工
事
費
３
２
７
万
６
０
０
０
円
、

蒸
気
配
管
及
び
蒸
気
ユ
ニ
ッ
ト
の

経
年
劣
化
に
よ
る
改
修
工
事
費
２

１
９
２
万
４
０
０
０
円
等
を
予
定

し
て
い
る
。
今
回
の
工
事
に
よ
り

ア
レ
ル
ギ
ー
給
食
専
用
の
調
理
室

を
１６
・
５
平
方
㍍
確
保
す
る
。
ま

た
、
空
調
用
の
モ
ー
タ
ー
の
交
換

等
も
計
画
し
て
い
る
。

救
急
講
習
等
の

機
械
器
具
を
購
入

委
員　
常
備
消
防
活
動
に
要
す
る

経
費
の
中
の
機
械
器
具
購
入
費
２

０
０
万
５
０
０
０
円
の
内
容
は
。

消
防
課
長　
心
肺
蘇
生
法
の
講
習

時
に
使
用
す
る
訓
練
用
の
人
形
３

体
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
３
式
の
ほ
か
、
ホ
ー

ス
等
を
洗
浄
す
る
た
め
の
高
圧
洗

浄
機
１
台
、
中
継
用
の
パ
ネ
ル
水

槽
３
基
等
を
計
画
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
の

管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

委
員　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
業
務
委

託
料
８
７
１
万
５
０
０
０
円
の
内

容
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
平
成
２７
年
度

か
ら
施
行
さ
れ
る
新
制
度
の
全
国

総
合
シ
ス
テ
ム
と
連
動
す
る
シ
ス

テ
ム
の
導
入
費
用
で
あ
る
。
補
助

金
の
申
請
の
ほ
か
、
保
育
の
必
要

性
の
認
定
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
行
う
よ
う
に
な
る
。

パ
ル
テ
内
の
学
習
支
援
室

個
別
学
習
机
を
整
備

委
員　
パ
ル
テ
内
の
学
習
支
援
室

の
施
設
用
備
品
購
入
費
１
０
４
万

３
０
０
０
円
の
内
容
は
。

生
涯
学
習
課
長　
利
用
者
か
ら
の

要
望
に
よ
り
、
個
別
学
習
が
で
き

る
机
を
８
台
購
入
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
習
支
援
室

の
机
の
合
計
は
４８
台
と
な
る
。

　
一
般
会
計
３
億
６
１
７
４
万
４
０
０
０
円
を
追
加
す
る
補
正
予

算
を
は
じ
め
、
介
護
保
険
特
別
会
計
２
億
９
６
２
８
万
６
０
０
０

円
を
追
加
す
る
な
ど
、
８
会
計
の
補
正
予
算
は
、
予
算
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
は
、
予
算
特
別
委
員
会
で
の

審
査
後
、本
会
議
に
お
い
て
、原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１日約５８００食分を調理する学校給食センター

昨年５月、パルテ１階にオープンした学習支援室

平成26年 2 月 1 日発行 （8）



◆主な内容� （単位：千円）
駐輪場施設整備工事費� １，４７０
認可外保育施設すこやか保育事業費補助金
� ３，４６０
さくらんぼ高生産性施設整備支援事業費補
助金� １，１０５
天童高原施設の車両購入費� １１，８６５
市営住宅の修繕料� ５，０００
公園施設整備工事費� １４，２００
市民プラザ施設整備工事費� ３，６７５
スポーツセンター施設整備工事費� ９，２４０
学校給食センター施設整備工事費� ３４，６５０

補 正 額　　３億６１７４万４０００円
予算総額　２１７億５７２７万６０００円

一般会計補正予算
（第３号）あらまし

安
全
安
心

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

委
員　
防
犯
施
設
整
備
工
事
費
２

１
０
万
円
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
が
、
ど
こ
に
設
置
す
る
の

か
。

生
活
環
境
課
長　
天
童
駅
西
口
駐

輪
場
に
３
基
、
パ
ル
テ
東
側
の
駐

輪
場
に
１
基
、
高
擶
駅
西
口
に
１

基
、
天
童
温
泉
ぎ
お
ん
小
路
入
口

付
近
に
１
基
設
置
す
る
。

駐
輪
場
の
電
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

委
員　
駐
輪
場
施
設
整
備
工
事
費

１
４
７
万
円
の
内
容
は
。

生
活
環
境
課
長　
駅
駐
輪
場
照
明

器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
工
事
費
で

あ
る
。
天
童
駅
東
口
の
４０
灯
、
天

童
駅
西
口
の
１８
灯
、
乱
川
駅
の
８

灯
、
合
計
で
６６
灯
を
予
定
し
て
い

る
。

イ
オ
ン
幕
張
新
都
心
で

天
童
フ
ェ
ア
を
開
催

委
員　
天
童
観
光
フ
ェ
ア
開
催
業

務
委
託
料
２
２
３
万
８
０
０
０
円

の
内
容
は
。

商
工
観
光
課
長　
平
成
２６
年
１
月

に
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
幕
張
新
都
心

で
、
天
童
フ
ェ
ア
を
２
日
間
開
催

す
る
。
当
日
は
、
日
本
将
棋
連
盟

か
ら
プ
ロ
棋
士
２
人
を
派
遣
い
た

だ
く
ほ
か
、
将
棋
駒
組
合
の
将
棋

駒
づ
く
り
、
日
本
将
棋
連
盟
天
童

支
部
、
山
形
県
民
踊
協
会
、
天
童

温
泉
協
同
組
合
等
の
関
係
団
体
か

ら
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

天
童
を
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
誘
客
の
増

大
を
図
り
た
い
。

芳
賀
地
内
に
駅
前
広
場
と

公
園
を
整
備

委
員　
芳
賀
地
区
の
整
備
に
要
す

る
経
費
と
し
て
、
調
査
測
量
委
託

料
１
２
１
０
万
円
の
内
容
は
。

都
市
計
画
課
長　
新
駅
の
駅
前
広

場
約
４
０
０
０
平
方
㍍
の
測
量
及

び
設
計
費
と
、
芳
賀
土
地
区
画
整

理
事
業
地
内
第
１
号
街
区
公
園
の

設
計
料
で
あ
る
。

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
の

足
湯
の
温
度
管
理

委
員　
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
施
設
整

備
工
事
費
４
８
０
万
円
の
内
容

は
。

都
市
計
画
課
長　
現
在
手
動
で
足

湯
の
温
度
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
足
湯
の
温
度
を
、
自
動
で
快

適
な
温
度
に
調
整
で
き
る
管
理
体

制
に
す
る
た
め
の
工
事
費
で
あ
る
。

予算特別委員会
� 正副委員長を互選

　１２月６日に開催された予算特別委員会にお
いて、委員長及び副委員長が互選されました。

委 員 長　海鋒　孝志
副委員長　水戸　芳美

　なお、予算特別委員会は、議長を除く全
議員で構成されています。

　
平
成
２５
年
度
第
５
回
市
議
会
臨

時
会
が
１０
月
２４
日
に
開
催
さ
れ
、

議
案
１
件
が
審
議
さ
れ
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼�

議
第
２９
号　
排
水
ポ
ン
プ
車
の

取
得
に
つ
い
て

　
７
月
に
は
西
部
地
域
で
河
川
の

水
位
が
上
昇
し
、
水
害
発
生
の
危

機
に
瀕
し
た
。

　
今
後
、
水
害
を
未
然
に
防
ぐ
体

制
を
整
備
す
る
た
め
、
毎
分
３０
立

方
㍍
を
排
水
で
き
る
排
水
ポ
ン
プ

車
を
約
４
６
２
０
万
円
で
平
成
２６

年
５
月
ま
で
に
取
得
す
る
も
の
。

第
５
回
臨
時
会

駅駐輪場の照明もLED化される

わくわくランドの足湯が自動温度管理に
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１２
月
２０
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

議
案
２
件
と
請
願
１
件
に
つ
い
て

５
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し

た
。

　
採
決
の
結
果
、
議
案
２
件
に
つ

い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
多
数
で
原

案
可
決
、
請
願
１
件
に
つ
い
て
は

賛
成
多
数
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

▼�

議
第
３０
号
平
成
２５
年
度
天
童
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

〈
反
対
〉
赤
塚
幸
一
郎
議
員

　
審
議
さ
れ
た
補
正
予
算
の
中
で
、

入
札
不
調
に
伴
う
減
額
と
来
年
度

に
繰
り
越
す
債
務
負
担
に
つ
い
て
、

質
疑
を
繰
り
返
し
た
が
整
合
性
の

あ
る
答
弁
を
得
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

　
事
業
の
明
細
書
を
請
求
し
た
と

こ
ろ
、
今
年
度
に
新
た
な
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る

の
が
判
明
し
た
。
補
正
予
算
書
に

何
の
記
載
も
な
く
説
明
も
な
い
事

業
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
チ
ェ
ッ
ク
を
回
避
す
る
か
の
よ

う
な
予
算
に
は
、
議
員
と
し
て
の

使
命
が
果
せ
ず
賛
成
で
き
な
い
。

〈
反
対
〉
狩
野
佳
和
議
員

　
新
駅
構
想
は
当
初
か
ら
全
体
計

画
、総
額
の
説
明
が
一
切
さ
れ
ず
、

開
業
経
費
が
６
億
円
に
な
っ
た
。

　
２
０
０
０
平
方
㍍
の
緑
地
公
園

は
４
０
０
０
平
方
㍍
の
駅
前
広
場

に
変
更
し
、
２
億
８
０
０
０
万
円

と
の
説
明
だ
。

　
今
回
は
駅
前
広
場
用
地
の
平
面

測
量
と
縦
横
断
測
量
、概
略
設
計
、

詳
細
設
計
を
す
る
補
正
で
あ
る
。

　
ト
ー
タ
ル
約
９
億
円
を
投
じ
る

新
駅
事
業
は
、
一
部
の
利
益
に
な

る
が
、
大
多
数
の
市
民
の
福
祉
の

向
上
に
は
、
は
る
か
に
遠
い
。

〈
反
対
〉
伊
藤
和
子
議
員

　
平
成
２４
年
度
の
補
正
予
算
の
特

別
措
置
と
し
て
国
は
、
地
域
の
元

気
臨
時
交
付
金
を
創
設
し
た
。
芳

賀
地
区
広
場
整
備
事
業
ま
で
対
象

に
な
っ
て
い
る
。
取
り
扱
い
方
に

矛
盾
を
感
じ
る
。

　
新
駅
広
場
の
平
面
測
量
、
縦
横

断
測
量
を
市
で
や
る
必
要
性
は
な

く
、新
駅
広
場
は
芳
賀
土
地
区
画
整

理
組
合
で
保
留
地
を
準
備
す
べ
き
。

　
新
駅
に
関
し
て
は
、
こ
と
ご
と

く
事
後
報
告
に
徹
し
て
い
る
の
は

問
題
で
あ
る
。

討

　論

▼�

議
第
５０
号
倉
津
川
雨
水
排
水
調

整
池
整
備
事
業
用
地
の
取
得
に

つ
い
て

〈
反
対
〉
狩
野
佳
和
議
員

平
成
２４
年
５
月
に
急
遽
降
っ
て

湧
い
た
、
芳
賀
地
区
の
調
整
池
問

題
は
、
芳
賀
地
区
外
に
約
２
・
７

㌶
の
土
地
を
購
入
し
、
東
芳
賀
地

域
２１
㌶
と
芳
賀
地
区
の
６８
㌶
の
調

整
池
を
一
緒
に
造
る
計
画
で
あ
る
。

　
芳
賀
地
区
の
調
整
池
は
、
元
々

の
芳
賀
地
区
内
に
組
合
が
造
る
べ

き
。
市
は
東
芳
賀
２１
㌶
の
雨
水
排

水
対
策
の
調
整
池
の
み
造
る
べ
き

で
、
今
回
購
入
予
定
の
土
地
は
不

要
で
あ
る
。

〈
反
対
〉
伊
藤
和
子
議
員

　
芳
賀
土
地
区
画
整
理
地
内
の
調

整
池
を
東
芳
賀
地
域
の
雨
水
と
合

わ
せ
て
、
芳
賀
土
地
区
画
整
理
地

の
外
に
出
し
、
市
が
施
工
す
る
と

し
て
、
調
査
設
計
し
た
土
地
。

　
工
事
費
の
負
担
の
あ
り
方
は
、

芳
賀
土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業

計
画
に
も
影
響
す
る
も
の
で
、
外

出
し
の
話
が
出
た
時
点
で
、
協
議

し
て
お
く
べ
き
問
題
だ
。
基
本
的

な
こ
と
も
決
め
ず
に
、
事
業
を
進

め
る
こ
と
に
異
議
が
あ
る
。

▼�

請
陳
第
５
号
新
聞
の
軽
減
税
率

に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願

〈
反
対
〉
石
垣
昭
一
議
員

新
聞
に
は
「
権
力
の
監
視
」
と

い
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
本
来
の
役

割
が
あ
る
は
ず
。
し
か
し
、
大
手

新
聞
社
・
マ
ス
コ
ミ
は
、
政
府
の

方
針
を
積
極
的
に
宣
伝
し
、
世
論

を
誘
導
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き

た
の
で
は
な
い
か
。

　
今
、
消
費
税
軽
減
税
率
の
あ
り

方
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
中
、
新
聞

だ
け
に
特
化
し
て
軽
減
税
率
を
適

用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
書
は

出
す
べ
き
で
は
な
い
。

〈
賛
成
〉
松
田
光
也
議
員

　
国
民
が
正
し
い
判
断
を
下
す
に

は
、
政
治
や
経
済
、
社
会
な
ど
、

様
々
な
分
野
の
情
報
を
手
軽
に
入

手
で
き
る
環
境
が
重
要
で
あ
る
。

欧
州
各
国
で
は
、
知
識
に
は
最
低

の
税
率
と
な
っ
て
い
る
。
我
が
国

で
は
、
若
者
の
活
字
離
れ
に
よ
っ

て
、
読
解
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
。
新
聞
の
課
税
強
化
は
、
日
本

の
誇
れ
る
文
化
力
や
国
際
競
争
力

の
衰
退
に
な
る
。
新
聞
の
軽
減
税

率
適
用
の
請
願
は
当
然
で
あ
る
。

意
見
書
の
提
出

　
１２
月
２０
日
に
総
務
教
育
常
任
委

員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
提

出
議
案
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
、
意
見
書
は
直
ち
に
関
係
機
関

に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

●�

新
聞
の
消
費
税
軽
減
税
率
に
関

す
る
意
見
書
（
要
約
）

　
新
聞
は
、
国
の
内
外
の
出
来
事

や
情
報
を
正
確
に
報
道
し
、
多
様

な
意
見
を
広
く
国
民
に
提
供
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
民
主
主
義
社
会

の
健
全
な
発
展
と
国
民
生
活
の
向

上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
民
主
主
義
の
主
役
は
国
民
で
あ

り
、
そ
の
国
民
が
正
し
い
判
断
を

下
す
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

情
報
を
手
軽
に
入
手
で
き
る
環
境

が
重
要
で
す
。

　
知
識
へ
の
課
税
強
化
は
確
実
に

「
国
の
ち
か
ら
」
の
低
下
を
も
た

ら
し
、
わ
が
国
の
国
際
競
争
力
を

衰
退
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
新
聞
へ
の
消
費
税
軽

減
税
率
適
用
の
実
現
を
強
く
要
望

し
ま
す
。

提
出
先
＝�

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務

大
臣

平成26年 2 月 1 日発行 （10）



提出された議案と結果
議案番号 件　　　　　名 結　果

議第３０号 平成２５年度天童市一般会計補正予算
（第３号）

原案可決
（賛成多数）

議第３１号 平成２５年度天童市国民健康保険特別
会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第３２号 平成２５年度天童市介護保険特別会計
補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第３３号 平成２５年度天童市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第３４号 平成２５年度天童市工業団地整備事業
特別会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第３５号 平成２５年度天童市水道事業会計補正
予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３６号 平成２５年度天童市民病院事業会計補
正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３７号 平成２５年度天童市公共下水道事業会
計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３８号 天童市水道給水条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第３９号 天童市下水道条例の一部改正につい
て

原案可決
（全会一致）

議第４０号 天童市公共下水道事業受益者負担に
関する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第４１号 天童市立学校設置条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第４２号 天童市社会教育委員に関する条例の
一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第４３号 天童市火災予防条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議案等に対する議員の賛否一覧表（賛否が分かれたもの）
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
武
田
正
二

水
戸
芳
美

遠
藤
敬
知

茂
木
孝
雄

村
山
俊
雄

狩
野
佳
和

松
田
光
也

矢
萩
武
昭

山
口
桂
子

海
鋒
孝
志

木
村
竹
虎

赤
塚
幸
一
郎

結
城
義
巳

後
藤
和
信

山
崎　
諭

石
垣
昭
一

鈴
木
照
一

伊
藤
護
國

水
戸　
保

淺
井
健
一

伊
藤
和
子

小
松
善
雄

清 清 清 無 清 市 政 清 清 市 政 市 政 政 清 共 清 清 清 政 共 無

議第３０号 平成２５年度天童市一般会計
補正予算（第３号） ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 議

議第５０号 倉津川雨水排水調整池整備
事業用地の取得について ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 議

委員会提出
議案第５号

新聞の消費税軽減税率に関
する意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 議

請陳第５号 新聞の軽減税率に関する意
見書提出を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 議

※ ○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議長は採決に加わらない）
※ 会派：清＝清新会、政＝政和会、市＝市民クラブ、共＝日本共産党天童市議団、無＝会派に属さない議員

〈委員会提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

委員会提出
議案第５号

新聞の消費税軽減税率に関する意
見書の提出について

原案可決
（賛成多数）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第４４号 天童市子育て支援施設整備事業新築
主体工事請負契約の締結について

原案可決
（全会一致）

議第４５号 天童市子育て支援施設整備事業新築機
械設備工事請負契約の締結について

原案可決
（全会一致）

議第４６号 原崎橋橋梁架替工事請負契約の一部
変更について

原案可決
（全会一致）

議第４７号 天童市天童高原施設及び天童市放牧
場の指定管理者の指定について

原案可決
（全会一致）

議第４８号 天童市市営住宅の指定管理者の指定
について

原案可決
（全会一致）

議第４９号 市道の認定及び廃止について 原案可決
（全会一致）

議第５０号 倉津川雨水排水調整池整備事業用地
の取得について

原案可決
（賛成多数）

議第５１号 天童市固定資産評価審査委員会委員
の選任について

同　意
（全会一致）

議第５２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求
めることについて

同　意
（全会一致）

第６回定例会（１２月６日〜２０日）〈市長提出議案〉

第５回臨時会（１０月２４日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

議第２９号 排水ポンプ車の取得について 原案可決
（全会一致）
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議
会
報
告
・

　
意
見
交
換
会

　
３
回
目
と
な
る
議
会
報
告
・
意

見
交
換
会
を
、
昨
年
１１
月
１８
日
か

ら
２６
日
に
か
け
て
市
内
１２
か
所
の

市
立
公
民
館
で
開
催
し
、
約
１
７

０
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
各
会
場
で
出
さ
れ
ま
し
た
議

会
・
議
員
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご

要
望
、ま
た
議
会
基
本
条
例
（
案
）

に
対
す
る
ご
意
見
に
対
し
て
は
、

議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
議
会
と

し
て
の
対
応
を
協
議
し
ま
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
意
見
・

要
望
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
記
載
さ
れ
て
い
た
項
目
を
含
め

整
理
し
て
、
所
管
す
る
各
常
任
委

員
会
で
検
討
す
る
と
と
も
に
、
２

月
上
旬
に
議
長
か
ら
市
長
に
文
書

で
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
各
会
場
の
報
告
書
（
簡

易
な
会
議
録
）
に
つ
い
て
は
、
準

備
が
で
き
次
第
、
当
該
市
立
公
民

館
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
寺
津
と
山
口
で
は
、
地
域
に

密
着
し
た
意
見
が
目
立
ち
、
断

水
に
関
す
る
意
見
は
、
３
会
場

で
出
さ
れ
た
。

　
現
在
、
制
定
に
向
け
て
作
業

を
進
め
て
い
る
「
議
会
基
本
条

例
」
は
、
市
民
に
と
っ
て
議
会

が
騒
ぐ
ほ
ど
の
緊
急
性
と
重
要

性
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
の
は
、

告
知
方
法
と
開
催
曜
日
や
時
間

等
に
問
題
が
あ
る
よ
う
で
、
進

天
童
中
部
・
寺
津
・
山
口

淺
井
健
一
、
鈴
木
照
一
、
矢
萩
武
昭
、

松
田
光
也
、
村
山
俊
雄
、
水
戸
芳
美

担当議員
行
方
法
も
含
め
て
検
討
し
て
い

く
必
要
性
が
あ
る
。

　
３
会
場
を
担
当
し
た
が
、
全

体
に
参
加
者
が
少
な
く
残
念
で

し
た
。
原
因
に
つ
い
て
は
、
今

後
十
分
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
参
加
者
の
発
言
は
、
厳
し
い

中
に
も
市
政
や
議
会
に
対
す
る

熱
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
特
に
議
員
定
数
・
報
酬
に
つ

い
て
は
、
市
民
皆
さ
ん
か
ら
ご

理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
感

じ
ら
れ
た
。議
会
と
し
て
、も
っ

天
童
南
部
・
津
山
・
荒
谷

伊
藤
護
國
、
山
崎　
諭
、
結
城
義
巳
、

狩
野
佳
和
、
遠
藤
敬
知

担当議員
と
説
明
す
る
方
策
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
参
加
し
た
く
な
る
議
会
報

告
・
意
見
交
換
会
に
す
る
た
め

に
ど
う
す
る
の
か
が
今
後
の
課

題
。
報
告
の
内
容
も
市
民
が
知

り
た
い
点
、
特
に
賛
否
が
分
か

れ
た
も
の
の
説
明
な
ど
に
絞
っ

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
意
見
交
換
の
や
り
方
の
工

夫
や
時
間
の
確
保
も
要
検
討
。

　
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
の

意
見
が
あ
ま
り
出
な
か
っ
た
が
、

条
例
制
定
以
前
に
、
議
員
・
議

高
擶
・
長
岡
・
干
布

伊
藤
和
子
、
木
村
竹
虎
、
海
鋒
孝
志
、

山
口
桂
子
、
茂
木
孝
雄

担当議員
会
の
役
割
を
実
践
す
る
姿
を
示

す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
各
会
場
と
も
町
内
会
等
の
役

員
の
方
の
参
加
が
多
く
、
市
長

が
出
席
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
」
で
出
さ
れ
た
意
見
等
を

再
度
話
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
議
会
に
は
執
行
す
る
権
限

が
な
い
た
め
か
、
思
っ
た
ほ
ど

地
域
の
要
望
は
少
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
納
得
で
き
な
い
事

業
等
に
関
し
て
は
「
議
員
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
」
と
各
議
員
が
詰
問
さ
れ
る

天
童
北
部
・
成
生
・
蔵
増

水
戸　
保
、
石
垣
昭
一
、
後
藤
和
信
、

赤
塚
幸
一
郎
、
武
田
正
二

担当議員
場
面
も
あ
り
、
活
発
な
意
見
交

換
と
な
っ
た
。

平成26年 2 月 1 日発行 （12）



３回目
24％

２回目
40％

はじめて
34％

未記入
2％

分かりやすい
59％

どちらとも
いえない　
33％

分かりにくい
2％

未記入 6％ 未記入 5％

評価する　
57％

どちらとも
いえない　
37％

評価しない
1％

議会基本条例（案）に対する質問・意見等について
　当日会場で出された質問・意見に加えてアンケートに記載され
ていた質問・意見等に対する議会としての回答です。
条項 質問・意見等 議会としての回答

前　文
第１条

条例を作ることによる
議員のメリット、市民
のメリットは何か？
（天童北部）

　近年、地方分権が進み地方自治
体（市）の権限と責任が強化され
ています。それに伴って、議会の
能力強化も求められています。
　議会及び議員の役割、責務、活
動原則を明確にして、議会に市民
の声を反映させ、議会を活性化す
るために条例を制定するものです。

なぜ今、条例化が必要
なのか？もっと前から
必要だったのではない
か？今まで行っていな
かったのか？（天童南
部・山口・高擶・荒谷）

第４条
第３項

議員間相互の自由な討
議とはどのようなこと
を想定しているのか？
（天童南部）

　議会及び市政の課題等について、
議員が互いに尊重しつつ、共通の
認識が得られるように、自由かつ
十分な議論の場を設けるものです。

第５条 副議長の責務を追加し
てはどうか？（山口）

　副議長は、議長に事故ある場合
に議長職を行うための職務であり、
副議長の責務についての規定は必
要ないと考えます。

第８条
第２項

反論権まで議論をした
のか？（成生）

　議論は行ったが、反論の程度や
市長との対立をイメージさせるな
どの課題があり、質問の内容につ
いて疑義を質すことができるとし
たものです。

第９条

どのように運用してい
くのか？（成生）

　市長等が提案する重要な政策等
について、議会審議に必要な資料
を求めるものです。
　資料の必要性については、議会
運営委員会等で判断することにな
ります。

誰が重要だと決めるの
か？（長岡）

その他

会派について、なぜ規
定していないのか？
（成生）

　会派は、議員による自主的な政
策集団ですので、条例化はなじま
ないと考えます。

山形市の基本条例には
あったが、議員定数・
報酬、政務活動費につ
いての規定がないが？
（干布）

　議員定数・報酬、政務活動費に
ついては、それぞれ既に条例があ
りますので、議会基本条例に規定
する必要がないと考えます。

条例に議会・議員の役
割が書いてあるが市民
にどうやって知らせる
のか？（干布）

　議会だより、ホームページ及び
議会報告会などでお知らせします。

条例に反した場合の処
罰規定がないようだ
が？（荒谷）

　議会のあり方、議員の活動原則
などについて明文化したもので、
罰則規定は設けていません。
　議員は４年に１度の選挙で市民
からの審判を受けることになりま
す。

議会・議員に対する意見・要望等 議会としての対応
議員定数、議員報酬の削減。期末
手当の恒常的な削減。 議会として議論を継続していきます。

議会中にペンも持たず、居眠りし
ている議員もいる。眠ければ休憩
を取ってやってほしい。

注意します。

傍聴する際に、氏名等の記入は必
要なのか。

規則で決まっている事項なので、ご
理解をお願いします。

傍聴者が少ない。 傍聴席の環境整備を行う予定です。

委員会での傍聴者の入退室を自由
にしてほしい。

静粛な審議環境の確保が必要です。
しかし、状況（トイレ等）に応じて
退室については配慮していきます。

一般質問で非常勤職員に対する不
適切な発言があった。 注意します。

一般質問する議員に偏りがある。
選挙前に回数を公表してはどうか。

一般質問については、定例会ごとに
議会だよりに掲載しております。

議会だよりに一般質問の１項目し
か出ていない。 広報委員会で検討します。

インターネットの画像が粗く見に
くい。
録画配信をすぐにやってほしい。
東根市の方が検索しやすい。

インターネット配信はアナログカメ
ラで撮影されておりデジタル放送と
比べると画像が粗くなります。
録画配信は、概ね１週間をめどに行っ
ています。
システムが異なるため議員による検
索ができません。今後システムを変
更する場合に検討していきます。

傍聴席下のトイレの水がまずかっ
た。

議会開催前に確認します。なお、傍
聴席の環境整備に伴い、当該トイレ
は廃止する予定です。

ペットのフンの対策をしてほしい。環境福祉常任委員会で調査検討します。
独自水源が必要だと思うが。議会
ではどう考えるのか。

経済建設常任委員会で調査検討しま
す。土地開発が高擶、南部地域に偏っ

ていると思うが、議会としてどう
考えているのか。
議会報告・意見交換会について 議会としての対応
参加者が少ない。その対応は？
地元（自治会、地域づくり委員会）、
市立公民館との連携が必要なので
はないか？

次回開催に向けて、議会として検討
していきます。

意見交換の時間を長くするべき。
１人で長く質問する人がいる。考
えて進行してほしい。
議員の話が長い。
地元議員が参加するべき。
地元議員との懇談会を開催してほ
しい。

アンケート回収
市　　　　　　内

市

　外

未
記
入

合　
計　
Ａ

（
参
加
者
） 

Ｂ

（
回
収
率
％
）A/B

天
童
南
部

天
童
中
部

天
童
北
部

成　
生

蔵　
増

寺　
津

津　
山

山　
口

田
麦
野

高　
擶

長　
岡

干　
布

荒　
谷

未
記
入

計

７ ８ ８ １０ １５ ５ ６ ２１ １ ２７ ３ ５ ７ ７ １３０ １ ４ １３５ １７０ ７９．４

ア ン ケ ー ト

【何回目の参加ですか？】 【説明は分かりやすかったですか？】 【開催を評価しますか？】

※参加者数は議員の報告書より。

（13） てんどう市議会だより №143
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私
の
住
ん
で
い
る
所
は
、
昨

年
の
７
月
だ
け
で
も
倉
津
川
増

水
の
た
め
、
３
回
ほ
ど
倉
津
川

と
の
水
門
を
閉
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
水
害
を
防

ぐ
た
め
に
、
市
や
県
に
お
願
い

し
て
い
る
経
過
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
議
会
に
興

味
を
持
ち
、
傍
聴
へ
行

き
ま
し
た
。

　
議
会
棟
の
傍
聴
席
に

行
く
と
、
あ
ま
り
の
傍

聴
者
の
少
な
さ
に
驚
き

ま
し
た
。
市
長
や
議
員

は
、
私
た
ち
が
選
ん
だ

の
だ
か
ら
、
も
っ
と
市

民
も
関
心
を
持
つ
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
の

こ
と
で
す
が
、
平
成
２４
年
１０
月

か
ら
始
ま
り
、
昨
年
１１
月
で
３

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

回
を
追
う
ご
と
に
参
加
者
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
議
会
で
話
し
合
わ
れ
て
い

る
概
要
は
、
市
民
は
議
会
だ
よ

り
で
見
て
い
る
と
思
う
の
で
、

報
告
よ
り
は
各
地
区
で
困
っ
て

い
る
こ
と
や
要
望
な
ど
に
テ
ー

マ
を
絞
っ
た
意
見
交
換
会
を
開

け
ば
、
大
勢
参
加
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
７
月
の
参
院
選
か
ら
、

投
票
所
数
が
大
幅
に
減
少
し
、

２７
か
所
に
な
り
ま
し
た
。
投
票

所
数
が
減
っ
て
も
、
投
票
率
は

そ
れ
ほ
ど
下
が
ら
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
期

日
前
投
票
所
の
増
設
等

に
よ
り
、
投
票
し
や
す

く
な
り
、
若
い
人
た
ち

の
投
票
率
が
上
が
っ

た
た
め
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
数
年
前

に
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
に
照
会
し
た
と
こ

ろ
、
２０
〜
３０
歳
代
の
投
票
率
は

３０
㌫
台
と
の
こ
と
。
今
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
年
配
者
の
投
票

率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
天
童
市
を
住
み
よ
い
ま

ち
に
し
て
い
く
た
め
、
議
会
へ

の
関
心
を
高
め
、
選
挙
に
参
加

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
若
者
が　

政
治
参
加
で　

国
守
る
」

結城喜代雄（64歳・高野辺）

２月２８日（金）本会議（初日）
３月４日（火）本会議（一般質問）
５日（水）本会議（一般質問）
６日（木）常任委員会
７日（金）常任委員会
１０日（月）常任委員会
１１日（火）予算特別委員会
１２日（水）予算特別委員会
１３日（木）予算特別委員会
１４日（金）予算特別委員会
１７日（月）予算特別委員会
２０日（木）本会議（最終日）

※�請願の締め切りは、２月２０日（木）
正午までの予定です。

※�日程は変更になる場合がありま
す。詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。

３月定例会の日程（予定）

●「
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
」

は
、
第
１
回
目
が
中
学
校
区
ご

と
の
４
か
所
で
の
開
催
で
し
た

が
、
昨
年
４
月
と
１１
月
に
は
会

場
を
増
や
し
、
小
学
校
区
ご
と

１２
か
所
で
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。「
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
」

は
、今
後
も
実
施
し
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

本
会
議
の
生
中
継
や
録
画
映
像

を
配
信
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
本
年
も
、
午う
ま
年
に
あ
や
か
り

「
議
会
だ
よ
り
」
を
「
ウ
マ
」

く
作
成
し
、
市
民
の
皆
様
に
、

よ
り
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す

く
、
親
し
ま
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ご
提
言
、

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

《
広
報
委
員
会
》

　
委
員
長　
武
田　
正
二

　
副
委
員
長　
水
戸　
芳
美

　
委　
　
員　
伊
藤　
和
子

　

〃
　
後
藤　
和
信

　

〃
　
山
口　
桂
子

　

〃
　
狩
野　
佳
和

編
集
後
記
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この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。

議会に関心を

請願・陳情の結果
　今定例会で審査された請願・陳情は１件で、所管常任委員会
で審査したあと、本会議で採決が行われました。結果は次のよ
うになりました。

（議員の賛否は１１ページに掲載してあります。）

件　　　　名 提　出　者 付　託
委員会 結　果

新聞の軽減税率に関する意見
書提出を求める請願

山形新聞天童北部専売所
� 髙橋　勝義
山新販売㈱天童中央営業所
� 川田　一宏
山新販売㈱天童南営業所
� 半田　　博
読売センター天童北部
� 斎藤太紀雄
読売センター天童南
� 水戸　孝博
㈱朝日蔵王ＡＳＡ天童
� 鈴木　和嗣
毎日新聞天童販売所
� 辻　　正雄

総務
教育

採　択
（賛成多数）




